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2025年度 学校法人 三幸学園 仙台こども専門学校 

 自己評価ならびに学校関係者評価報告書 
 

自己評価報告責任者 ： 副校長 脇本 貴行 

学校関係者評価報告責任者 ： 学校関係者評価委員会委員長 平山 乾悦 

 

 

1. 学校の教育目標 

学園のビジョン「人を活かし、日本をそして世界を明るく元気にする」、ミッション「人を活かし、困難を希望に変える」

のもと、保育分野の学校として「こどもを育み、人・社会を活性化することで日本を明るく元気にする」というビジョン

を掲げている。また「技能と心の調和」を教育理念とし「素直な心、感謝の気持ち、高い意欲を持ち続け、自ら考え、

自ら行動することで、社会に貢献する人材」、保育分野として「皆から信頼・感謝されるこどもの未来を育む人材」

を育成する人物像とし、専門学校として社会・業界に求められる人材の育成を進めている。 

 

２. 前年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

① 前年度重点施策振り返り 

保育分野の魅力発信を強化し、入学者増加に向けてのオープンキャンパスを開催したが、入学者は2025年182

名から 2026年 173名と連続でマイナスとなった。 

就職においては、就職活動を「大変」と感じている学生が多いというアンケート結果が出ており、動き出しが後期に

なっている学生が多かった。就職率も年内 80％に届かない数値となった。 

実習においては、実習実力テストを実施し実習前後の指導を強化したことで、実習現場での適応できる力を図り、

テストの内容により、個別指導を実施し苦手分野への取り組みをさせることができた。 

今後も引き続き入学者を増やすための取り組み、実習に向けた指導内容の充実、卒業生へのサポート支援体制

の構築、課外・ボランティア活動の活性化等を課題として取り組む必要がある。 

 

② 学校関係者評価委員会コメント 

篠原さん：どの学校も募集に苦戦している状況がある。 

佐藤委員：実習実力テストで実習前に適切な指導ができている点は評価できる。 

平山委員：教育実習の事前指導や事後の個別指導の際、テストの意義を教育理念と結び付けて説明をすること

で学生への浸透がさらに深まるのではないか。 
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３.評価項目の達成及び取組状況 

（１）教育理念・目標 

① 課題 

教育理念や育成人材像は明確に定められており、学生や保護者への周知も概ね適切に行われている。しかしな

がら入学初期の段階においては入学前オリエンテーションにて十分に周知しているが、継続的な周知ができてい

ないことにより、十分に理解されていないケースもある。 

 

② 今後の改善方策 

教育理念や育成人材像について、授業内で繰り返し説明する機会を設け、理解の定着を図る。また、実習や行事

と関連づけて理念を具体的に示すことで、実践的な理解を促進する。 

 

③ 特記事項 

保育現場との連携により実践的な人材育成は行うことができている。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

舘委員：卒業生目線では、保育発表会や三幸フェスティバル等の行事の準備段階で、担任やクラスメイトと連携・

相談した経験が、現場で活きていると感じる。 

平山委員：こうしたカリキュラムを通じて、「技能と心の調和」という理念がどのように具体化されているのかを図って

いく必要がある。 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になっているか） 4 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか 4 

学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・保護者等に周知されているか 4 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか 4 
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（２）学校運営 

① 課題 

運営方針や組織体制、意思決定機能は適切に整備されており、教職員への周知の機会が多くある。一方で、情

報システム化による業務効率化については十分とは言えず、紙媒体や手作業による業務が多く残っている。これ

により、教職員の業務負担が見られる。 

 

② 今後の改善方策 

学内の業務プロセスを見直し、システム化を段階的に推進する。公認欠席の管理、成績管理等、廃止できるもの

を検討し、シンプルで円滑に業務ができるようにする。また適切に AI等を活用し、効率化を図る。学生は 1人 1台

の端末で授業に参加し、授業の課題に取り組んでいく。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

脇本副校長：現在、保育・教育分野の現場や行政では、AIによる業務効率化が進んでいる。 

平山委員：例えば、行政への 20 ページ規模の企画提案書の作成や、Zoom 会議の自動議事録作成、園の案内

チラシの作成など、かつて数週間かかっていた作業が AI によって「数分・数時間」に短縮されるなど、効果を上げ

ている。学校でも「資料作成」や「会議の議事録作成」など、定型業務からAIを積極的に導入していくとよいと思う。 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

目的等に沿った運営方針が策定されているか 4 

事業計画に沿った運営方針が策定されているか 4 

運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか 4 

人事、給与に関する制度は整備されているか 4 

教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか 4 

業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか 4 

教育活動に関する情報公開が適切になされているか 4 

情報システム化等による業務の効率化が図られているか 2 
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（３）教育活動 

① 課題 

教育課程やカリキュラムは教育理念に基づき学園全体統一されており、概ね適切に運用されている。一方で、外

部関係者からの評価の活用や、業界との連携による教員確保、教員の資質向上に関する取り組みについては十

分とは言えない。授業評価アンケートを踏まえた資質向上のための制度が少ない。 

 

② 今後の改善方策 

保育所・幼稚園等の関係機関との連携をさらに強化し、外部評価や意見を定期的に授業へ反映させる仕組みを

構築する。また現場経験豊富な外部講師への出張授業を実施するなど、実践的な教育の充実を図る。教員は指

導力向上のために授業見学や外部研修などに積極的に参加できるよう推進する。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか 4 

目標の設定として、教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に

対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
4 

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 4 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施さ

れているか 
4 

関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われて

いるか 
4 

関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系的に位

置づけられているか 
4 

授業評価の実施･評価体制はあるか 4 

職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか 3 

成績評価・単位認定の基準は明確になっているか 4 

資格（免許）取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか 4 

人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保し、組織できているか 4 

関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含め）の提供先を確保するなどマ

ネジメントが行われているか 
3 

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上

のための取組が行われているか 
3 

職員の能力開発のための研修等が行われているか 4 
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④ 学校関係者評価委員会コメント 

舘委員：在学中や実習中には経験できない保護者対応（デリケートなトラブルでの伝え方等）に 1年目は非常に苦

労した。 

佐藤委員：近年は子ども以上に保護者対応の難易度が上がっているという声がある。 

平山委員：1・2 年目の卒業生を学校に招き、現場で直面しているリアルな事例を在学生に共有してもらう場を設

けることで、現場のことを知る機会になるのではないか。 
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（４）学修成果 

① 課題 

就職率、退学率の低減については一定の成果が見られるものの、2025 年度は、就職率目標 100％・実績

98.8％、退学率目標 5％・実績 5.9％と目標達成には至っていない。特に、学習意欲や基礎学力の個人差

により影響が出るケースや、進路変更による退学が見られる点が課題である。 

 

② 今後の改善方策 

個別面談や就職についての面談の機会を充実させ、学生一人ひとりの適性に応じた支援を行うことで、就職

率の向上と退学防止につなげる。さらに、新入生、進級生別に退学防止のための施策を実施する。（クラス

担任制度、イベント実施、高頻度での座席替え等） 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

平山委員：実習現場からそのまま就職（内定）へつながるルートがある旨をもっと周知してもよいのではないか。 

実習は単なる単位取得や面倒な義務ではなく、自分に合う園を見つけるチャンスであり、すでに就職活動が始まっ

ているという意識を実習前から伝えることが、学生のモチベーション向上と就職率向上に役立つはず。 

佐藤委員：園見学だけでなくインターンシップやボランティアへ積極的に送り出し、学生自身の視野を広げ「私はこ

の園で働きたい」という意志を持たせることが大切。 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

就職率の向上が図られているか 3 

資格（免許）取得率の向上が図られているか 3 

退学率の低減が図られているか 3 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 3 

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか 3 
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（５）学生支援 

① 課題 

在校生に対する個人面談や就職・実習等の相談体制は概ね適切に整備されている。一方で、卒業生への継続

的な支援や中途退学者へのフォロー体制については整備されておらず、都度対応しているため、支援の幅を広げ

る必要がある。また社会人学生の多様なニーズに対応した支援については検討の余地がある。高等学校との連

携もより密に行う必要がある。 

 

② 今後の改善方策 

卒業生に対しては、就職後の相談対応や再就職支援、情報提供の機会を充実させることで、継続的な関係構築

を図る。 

また、通信制高校出身者の増加を踏まえ、2026 年度よりこども総合学科に週３日間通学をする「３day スタイル」

を設置した。初年度は４名の入学者がおり、アルバイトをしながら自分のペースで学びたい学生、毎日の通学に不

安がある学生等が入学をした。今後は、通信制高校との連携を一層強化し、学生が円滑に学習へ移行できる環

境整備を進める必要がある。そのため、高校訪問等を通じて本校の支援体制や教育内容の周知を図り、高校卒

業後の進学におけるギャップの軽減に努める。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

佐藤委員：在校生への相談・就職支援体制は適切に整備されていると評価できる。 

平山委員：今後は、卒業生への継続的な支援や再就職支援の充実を図る必要がある。卒業生向けの就職

相談などができるとよいのではないか。 

平山委員：高校との連携を深め、進学後のミスマッチ防止や円滑な学習移行につながる取組を推進してい

ただきたい。 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

進路・就職に関する支援体制は整備されているか 4 

学生相談に関する体制は整備されているか 4 

学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか 4 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか 4 

課外活動に対する支援体制は整備されているか 3 

学生の生活環境への支援は行われているか 3 

保護者と適切に連携しているか 4 

卒業生への支援体制はあるか 3 

中途退学者への支援体制はあるか 3 

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか 3 

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか 4 
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（６）教育環境 

① 課題 

校内の施設・設備は適切に整備されており、安全管理体制も確立されているため、学生が安心して学習に取

り組める環境が整っている。一方で、学外実習やインターンシップ等への参加者は少なく、改善の余地がある。 

 

②  今後の改善方策 

学外での実習やボランティア活動、インターンシップ等を積極的に案内し、学生が保育現場を実際に体験で

きる機会の充実を図る。また、これらの活動を通じて、職業理解を深め、実践力の向上を促進し、学内学習

との相乗効果を高める。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

平山委員：採用側の現実として、1年ごとに早期離職を繰り返す人材は、履歴書の段階でお断りすることが多

く、結果として学生自身が将来的に不利になっていく。こうしたミスマッチを防ぐためには、就職活動が本格化

する前に、ボランティアや短期のインターンシップを通じて多様な子どもや複数の園（幼稚園、保育園、認定

こども園、児童館など）に関わり、自分の視野を広げておくことが重要。 

佐藤委員：学外体験を通じて学生自らが「私はこの園で働きたい、この仕事がしたい」という意志と目的意識

を持てるよう、低学年次からボランティア参加への動機付けの工夫が必要。 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 4 

学内外の実習施設,インターンシップ,海外研修等について十分な教育体制を整備しているか 3 

防災・安全管理に対する体制は整備されているか 4 
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（７）学生の受入れ募集 

① 課題 

希望進路が明確に定まらない高校生の増加や、保育分野へ進学する高校生の減少傾向が見られることから、保

育職の社会的意義や魅力について、より一層の情報発信を行う必要がある。また学校説明会を通して積極的に

保育分野の魅力発信をする必要がある。 

 

② 今後の改善方策 

オープンキャンパスの実施方法を見直し、学校の理解をより深められるよう、参加者と在校生との交流機会の充

実を図る。また、SNS を活用し学校の特色や教育内容について継続的な情報発信を行う。さらに、保護者の参加

を促進し、家庭と連携した進路理解の深化を図る。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

平山委員：保育職は、10 年後も AI に代替されない仕事である。オープンキャンパス等では、単に学校のシステム

を説明するだけでなく、AI 時代に求められ続ける仕事であるという価値と魅力を、在校生自身の言葉や体験（保育

発表会の映像など）を通じて中高生に伝えられるとよい。また、中学生段階からの早期アプローチをし、保育者を

目指す層を広げていってほしい。 

「処遇改善・給与面の実績」では、ここ数年の処遇改善の動きにより、県内でも給与が 20％近くアップしている園

や、年度末に想定以上の手当を支給する園があるなど、業界全体が変化している。 

このような具体的な数値をデータとして保護者へ開示・宣伝することが、進路選択の幅を広げることにつながると思

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学生募集活動は、適正に行われているか 4 

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 3 

入学選考は、適性に行われているか 4 

学納金は妥当なものとなっているか 4 
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（８）財務 

① 課題 

【中長期計画】 

なし 

 

【予算・収支計画】 

 なし 

 

【会計監査】 

なし 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

② 今後の改善方法 

【中期計画】 

なし 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

③ 特記事項 

2025 年度は第３期中期経営計画（2023 年度～2027 年度）の 3 年目にあたり、東京未来大学及び小

田原短期大学の中期計画改定を反映し、第３期中期経営計画＜第 2.0 版＞を策定し年度開始時より

適用した。中期経営計画及びその進捗状況はホームページ上に公開している。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

 特になし 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４ 

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４ 

財務について会計監査が適正に行われているか ４ 

財務情報公開の体制整備はできているか ４ 
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（９）法令等の遵守 

① 課題 

ガイドラインの改正情報については定期的に発信されているものの、各教職員がそれらを適切に確認し、業務

に反映できているかについては、十分に把握できていない状況がある。 

 

② 今後の改善方策 

関係法令やガイドラインの改正情報を定期的に収集・共有する仕組みを整備し、教職員への周知徹底を図

る。また、個人情報保護に関しては、研修の継続実施や運用ルールの点検を行い、より高い安全性の確保

に努める。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

特になし 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

関係法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 4 

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 4 

自己評価の実施と問題点の改善に努めているか 4 

自己評価結果を公開しているか 4 
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（１０）社会貢献・地域貢献 

① 課題 

地域の子どもたちを対象としたボランティア活動は定期的に実施されているが、活動の機会や内容は限定的

であり、さらなる拡充が課題である。また、ボランティア活動に関する周知は sankogate による一斉発信のみ

なので、どの程度の学生が把握しているかが不明瞭。参加機会の認知不足により実施につながらないケース

も見られる。 

 

② 今後の改善方策 

ボランティア活動の認知拡大を図るため、学校ホームページや SNS を活用し、活動内容や募集情報につい

て継続的な情報発信を行う。また、在校生への周知方法についても全体への一斉発信のみではなく、HR で

の周知、個別に声かけをするなどの見直し、参加機会の拡充につなげる。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

佐藤委員：実習前の時期から、ボランティアを通じて複数の園や施設、児童館を見学し、自分の視野を広げ

ておくことが重要。どんな園で働きたいのかという考えが持てるようにするとよい。 

舘委員：ホームページや SNS で学生が地域ボランティアで活躍している姿を発信することで、中高生や保護

者に対する「実践的な力が身につく」ということが伝えられるのではないか。 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか 4 

生徒のボランティア活動を奨励、支援しているか 2 

地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか 3 
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４. 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

佐藤委員：学校の取り組み内容を知ることで、現状の理解を深めることができた。学生が多様化する中で、個

別に対応することが必要になる。 

脇本副校長：保育の道を選ぶ学生が少なくなっているが、学生数を確保するために学校の魅力を発信して

いく。また、日誌のデジタル化など東北エリアでも進めていきたい。 


